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 サイバー攻撃やCBRNEテロ等の高度なリスクを含むAIの様々なリスクについて、AIを
開発する立場からどのように考えているか

 自社における現行のAI安全性、リスク対応の取組

 AIの安全性について、どのような制度が必要だと考えるか。ソフトロー、ハードロー含め、
制度設計に関する要望

【対象事業者】

【海外事業者】
１ Anthropic Japan合同会社【資料２－４】

公共政策責任者
     吉田 朗
 
２ Google【資料２－５】

・APAC Head of AI & Emerging Tech 
Policy、Eunice Huang 
・シニアマネージャー 斉藤 理

３ OpenAI Japan合同会社【資料２－６】
Head of Policy and Partnership

     大久保 和也

【国内事業者】
１ NTT株式会社【資料２－１】

技術企画部門 AIガバナンス室 室長
     根本 宗記

２ Sakana AI株式会社【資料２－２】
政策渉外責任者
城 譲

３ SB Intuitions株式会社【資料２－３】
代表取締役社長 兼 CEO

     井尻 善久

【ヒアリング事項】
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